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小笠原諸島沖の水中で撮影されたマンボウの確かな記録
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はじめに
世界中の温帯・熱帯海域に広く分布するマン

ボウ属 Mola は，フグ目マンボウ科 Molidae に属し，
本属各種は混同されてきた長い歴史をもつ（Sawai 

et al., 2017, 2020; Sawai and Nyegaard, 2023）．特に
マンボウ Mola mola (Linnaeus, 1758) とウシマンボ
ウMola alexandrini (Ranzani, 1834)の2種は全長3.3 

m 以上もの巨体になり，日本近海にも出現する
（Sawai et al., 2017, 2020）．両種は全長約 1.6 m 以
上の個体において，頭部の隆起の有無，下顎下部
の隆起の有無，舵鰭縁辺部の形状，胸鰭後方の体
表にできる盛り上がったシワの有無などの形態的
特徴によって外観的に識別可能である（Sawai et 

al., 2017；澤井，2021）．
小笠原諸島近海は，マンボウとウシマンボウ

の識別が可能になった時代以降は，ウシマンボウ
しか確認されていない特異的な海域である（澤井，
2024）．例えば，小笠原諸島近海に出現するマン
ボウ属の学術的な記録をまとめた澤井（2024）以
降，新たに情報が得られた Fig. 1 個体（動画の切
り抜きなので画質は悪い）も，明瞭に波打ってい
ない舵鰭縁辺部（Fig. 1A 矢印），少し隆起した頭
部（Fig. 1B 矢印），胸鰭後方の体表に盛り上がっ
たシワが無いこと（Fig. 1B 赤い円）が確認され
たことからウシマンボウと同定された：2024 年 8

月 6 日，父島の東沖，ムロアジ Decapterus muroadsi 

(Temminck and Schlegel, 1844) を餌にしたたて縄
漁法で釣獲（口の中に針が掛かっている），目視
による推定全長 1.2–2 m，気象庁（2025）から読み

取った漁獲日・漁獲場所周辺の海面水温 30–31°C.

これまで小笠原諸島近海で明確なマンボウの
出現記録は見つかっていなかった（澤井，2024）．
しかしこのたび，2025 年 2 月中旬に小笠原諸島
近海でマンボウが撮影され，本海域にも本種が出
現することが明らかとなったため，確かな記録と
してここに報告する．

材料と方法
本研究で調査したマンボウ属 1 個体（Fig. 2）

の画像（動画からの切り抜き）や情報は，謝辞に
記した情報提供者から得られた．本個体とは東京
都小笠原村の父島沖（27°06'17.2"N, 142°09'37.5"E）
で行われたスキューバーダイビング中に水深 5–8 

m で遭遇し，2025 年 2 月 12 日 11 時 30 分から 1

分 30 秒間ほど観察され，1 分 10 秒間の動画が撮
影された．ダイブコンピューターで計測された遭
遇時の現場水温は 20°C，気象庁（2025）からデー
タを読み取った本個体の遭遇日・遭遇場所周辺の
海面水温もほぼ同じで 20–21°C であった．本個
体の種同定は，Sawai et al. (2017) と澤井（2021）
にしたがった．本個体の全長を推定するために，
Yoshita et al. (2008) の計測方法にしたがい，全高

（total body depth）と全長（total length）の部位を
動画からの切り抜き画像上で計測し，全高／全長
比（全高／全長× 100, %）を求めた．本個体の
羽ばたき周波数は，澤井・相原（2024）にしたがっ
て求めた：羽ばたき周波数（Hz）＝（動画中の
背鰭のストローク数／ 2）／動画の秒数．
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結果と考察
種同定と形態　本研究で調査したマンボウ属 1

個 体（Fig. 2） の 画 像 上 で の 全 高 ／ 全 長 比 は
118.6% であり，Sawai et al. (2017) の全高／全長
比の図を参照すると，全長 210 cm 前後と推定さ
れた．本個体は下顎下部に明瞭な隆起が見られず

（Fig. 2 矢印），あまり明瞭ではないが舵鰭縁辺部
全体が波打ち（Fig. 2 矢印），胸鰭より後方の体
表に盛り上がったシワが確認されたことから

（Fig. 2 赤い円），マンボウと同定された．一方，
本個体の頭部は少し隆起しているが（Fig. 2 矢印），
Fig. 1 のウシマンボウと比較すると頭部の隆起の
盛り上がり方や形状が異なる．本個体のようなウ
シマンボウの頭部の隆起とは形状は異なるが，頭
部が少し隆起しているマンボウの存在は先行研究

でも確認されており，マンボウの個体変異と考え
られている（Sawai et al., 2017；澤井，2023）．
記録の再検討と水温　筆者が知る限りでは，小

笠原諸島近海に出現するマンボウ属に関する文献
のうち，日本近海にウシマンボウが出現すること
が分かっていなかった時代の先行研究（遠山，
1937；倉田ほか，1971；座間・藤田，1977；菅野
ほか，1980；東京都小笠原水産センター，1986, 

1988）でマンボウとされた記録は，写真や形態に
関する記述が無いため，実際マンボウとウシマン
ボ ウ ど ち ら だ っ た の か は 不 明 で あ る． 一 方，
DNA 解析や形態で両種を識別できるようになっ
た 時 代 の 先 行 研 究（ 吉 田，2006; Yoshita et al., 

2008；澤井，2024）では，Fig. 1 個体含め小笠原
諸島近海における本属はウシマンボウしか記録さ
れていなかった．よって，本研究で調査した Fig. 

2 個体は，小笠原諸島近海で確認されたマンボウ
の確かな記録となる．

Fig. 1 個体含め，これまでに学術的に確認され
た小笠原諸島近海におけるウシマンボウ 6 個体の
出現時期は 5–6, 8, 11–12 月，出現海面水温は 23–

31°C で あ る（Yoshita et al., 2008； 澤 井，2024）．

Fig. 1. An individual of Mola alexandrini (1.2–2 m estimated 
total length) captured by the vertical longline in the waters 
off the east coast of Chichijima Island, Ogasawara Village, 
Tokyo, Japan, on 6 August 2024. A: posterior part of body. B: 
anterior part of body. Arrows and red circle indicate diagnostic 
characters for the species (head bump, rounded clavus margin 
and no raised skin wrinkles on body) provided by Sawai et al. 
(2017) and Sawai (2021). Photographs by Jun Ichikawa.

Fig. 2. An individual of Mola mola (around 210 cm estimated 
total length) was photographed in the waters (27°06'17.2"N, 
142°09'37.5"E) off the west coast of Chichijima Island, off 
Ogasawara Village, Tokyo, Japan, on 12 February 2025. 
Arrows and red circle indicate diagnostic characters for the 
species [no head or chin bumps, wavy clavus margin (a yellow 
square is clearer) and raised skin wrinkles on body] provided 
by Sawai et al. (2017) and Sawai (2021). Photographed by 
Miyuki Kobayashi.
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一方，本研究で調査した小笠原諸島近海における
マンボウ 1 個体の出現は 2 月，20°C であった．
マンボウの方がウシマンボウよりも低い水温に出
現したことは，三陸近海における両種の出現傾向
と似ているが（澤井ほか，2011），小笠原諸島近
海でのマンボウ属の調査個体数が非常に少ないた
め，継続して情報収集する必要がある．
羽ばたき周波数　小笠原諸島近海におけるマ

ンボウの行動は知見が無い．撮影された動画を確
認すると，泳いでいるマンボウにスキューバーダ
イバーが近付くと，マンボウはスキューバーダイ
バーを避けるようにやや方向を変え，背鰭・臀鰭
を動かす速度もほんの少し速くなったが，ほぼ一
定の間隔で両鰭を振って前進していた．本個体は
1 分 10 秒間の動画の中で背鰭を 65 回ストローク
し，羽ばたき周波数は 0.46 Hz であった．マンボ
ウ属の羽ばたき周波数に関する知見は非常に少な
いため，撮影された時の状態が，巡航遊泳時か不
活発な状態だったのかは不明であるが，例えば，
同じ 2 月に沖縄県近海で動画撮影された本個体よ
りやや小さいと推定されるウシマンボウの羽ばた
き周波数と比較すると，本個体の方が羽ばたき周
波数はやや高かった（澤井ほか，2023）．マンボ
ウでは体サイズが大きくなるにつれて羽ばたき周
波数は低くなる傾向が示唆されていることを考え
ると（Watanabe and Sato, 2008; Nakamura and Sato, 

2014），本個体はスキューバーダイバーから刺激
を受けるなどしてやや活発な状態だったのかもし
れない．マンボウ類の遊泳行動を詳しく知るため
には，スキューバーダイバーからの協力も得て，
さらに映像や情報を収集する必要がある．
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